
　
②
で
は
、

学
校
教
育
の

質
の
向
上
そ

し
て
、
学
校

に
お
け
る
働

き
方
改
革
推

進
に
資
す
る

教
職
員
の
基

礎
定
数
の
改

善
及
び
加
配

定
数
の
拡
充

を
求
め
た
。

　
③
で
は
、

ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
及

び
部
活
動
指

導
員
の
配
置

拡

充

の

継

続
、
高
等
学

校
へ
の
ス
ク

ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
の
新
規

配
置
を
求
め

た
。
さ
ら
に
、
地
財
措
置
に

お
い
て
全
国
で
約
三
百
名
の

配
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い

て
、
そ
の
確
実
な
配
置
と
適

切
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
求

め
た
。

　
④
で
は
、
一
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
の
導
入
を
訴

え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
導
入

の
際
に
は
、
中
教
審
答
申
に

も
あ
る
よ
う
に
、
条
件
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
推
進
の
施
策
を
講
じ
る

こ
と
を
求
め
た
。

　
⑥
で
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い

全
日
教
連
委
員
長
は
、
こ
れ

ま
で
全
日
教
連
の
活
動
に
対

し
て
多
大
な
御
理
解
を
賜

り
、
こ
の
教
育
懇
談
会
に
も

毎
年
の
よ
う
に
御
出
席
い
た

だ
い
て
い
た
故
宮
川
典
子
衆

議
院
議
員
へ
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
た
。

　
更
に
、
挨
拶
で
は
、「
持
続

可
能
な
学
校
指
導
体
制
構
築

の
た
め
の
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
な
ん
と
し
て
も
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
我
々
教
職
員

て
、
地
域
間
格
差
が
大
き
い

現
状
を
訴
え
、
文
部
科
学
省

概
算
要
求
で
三
百
七
十
五
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
想
」
の
予
算
獲
得
の

後
押
し
を
求
め
る
と
と
も

に
、
地
財
措
置
さ
れ
て
い
る

教
育
予
算
を
適
正
に
執
行
す

よ
う
に
都
道
府
県
を
指
導
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
さ
ら

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
 環
境
の
み
な
ら

ず
、
学
校
現
場
で
は
、
未
だ

に
ガ
ム
テ
ー
プ
で
補
修
し
た

椅
子
を
使
用
し
て
い
る
現
状

を
伝
え
、
教
材
教
具
全
般
に

わ
た
る
環
境
整
備
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　
⑦
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
域
間
格
差
の
解
消

の
た
め
、
教
育
関
係
の
法
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
、
一
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
の

際
の
附
則
に
つ
い
て
、
ま
た

教
育
基
本
法
に
高
等
学
校
に

つ
い
て
の
項
目
を
追
加
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
法
整
備
に
加
え
、

最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
に
、

教
育
に
対
す
る
国
の
責
務
に

つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　
国
会
議
員
の
方
々
か
ら

は
、「
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
お
い
て
、
最
も
効

果
を
上
げ
て
い
る
政
策
は
何

か
」「
現
場
と
し
て
、
教
員
免

許
更
新
制
度
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
全
日
教

連
か
ら
は
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、「
産
育
休
の
補
充
が

難
し
い
ほ
ど
、
臨
時
的
任
用

教
員
の
数
が
不
足
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
本
来
は
教
職
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修
等
の
削
減
は
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
よ

り
、
更
な
る
業
務
改
善
の
起

爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
本
制
度
導
入
の
推
進

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
導
入

に
必
要
な
地
方
公
務
員
法
改

正
の
際
に
は
、
育
児
・
介
護

等
の
理
由
で
の
適
用
外
等
に

つ
い
て
、
附
則
に
盛
り
込
む

べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
　
三
点
目
は
、
学
校
教
育
充

実
に
つ
な
が
る
法
整
備
に
つ

い
て
で
あ
る
。
教
育
基
本
法

に
高
等
学
校
の
役
割
を
示
す

項
目
を
付
け
加
え
る
こ
と
や
、

地
域
に
よ
る
教
育
格
差
を
無

く
す
た
め
に
も
、
教
育
に
対

す
る
国
の
責
務
を
憲
法
に
加

え
る
こ
と
等
、
更
な
る
法
整

備
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
全
日
教
連
は
、
今
回
で
の

議
論
を
踏
ま
え
引
き
続
き
全

国
の
会
員
の
た
め
に
し
っ
か

り
と
活
動
し
て
い
く
。

な
施
策
・
予
算
編
成
の
実
現

に
向
け
た
協
議
で
あ
る
。

　
特
に
話
題
と
な
っ
た
の

は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　
一
点
目
は
、
概
算
要
求
で

三
百
七
十
五
億
円
が
計
上
さ

れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」に
つ

い
て
で
あ
る
。本
構
想
は
、

学
校
内
す
べ
て
の
教
室
に
お

い
て
高
速
か
つ
大
容
量
の
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
実
現

す
れ
ば
、
地
財
措
置
に
よ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
機
器
の
整

備
促
進
に
も
繋
が
る
た
め
、

予
算
獲
得
の
実
現
を
要
望
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
二
点
目
は
、
一
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
に

つ
い
て
で
あ
る
。
導
入
の
前

提
と
し
て
、
休
業
日
中
の
研

次
中
央
要
請
行
動
（
文
部
科

学
省
・
財
務
省
）
及
び
、
第

九
次
中
央
要
請
行
動
（
国
会

議
員
）
の
要
望
内
容
の
検
討

で
あ
っ
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
令
和
二

年
度
文
部
科
学
省
の
概
算
要

求
や
こ
れ

ま
で
の
中

央
要
請
行

動
の
結
果

を
基
に
、

全
日
教
連

の
理
念
で

あ
る
「
美

し
い
日
本

人
の
心
を

育
て
る
」

教
育
の
推

進
と
、
実

効
性
の
あ

る
具
体
的

　
全
日
教
連
は
、
九
月
七
日

八
日
、
第
二
回
給
与
法
制
局

会
議
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
議
題
は
、
第
六
次

中
央
要
請
行
動
（
国
会
議
員

と
の
教
育
懇
談
会
。
内
容
の

詳
細
は
上
記
参
照
）
や
第
七

革
が
必
要
で
あ
る
」等
の
現
場

の
実
状
を
伝
え
た
。

　
ま
た
「
『
美
し
い
日
本
人

の
心
を
育
て
る
』
と
い
う
理

念
実
現
の
た
め
邁
進
す
る
全

日
教
連
の
更
な
る
組
織
拡
大

を
望
む
と
と
も
に
、
予
測
不

可
能
な
社
会
を
生
き
抜
く
子

供
た
ち
を
し
っ
か
り
と
育
て

て
欲
し
い
」
と
い
う
期
待
と

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く

の
国
会
議
員
か
ら
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
一
時
間
半
と
い
う
時
間
を

最
大
限
活
用
し
、
教
育
の
質

の
向
上
に
資
す
る
施
策
実
現

に
向
け
、
現
場
の
声
や
思
い

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
充
実
し
た
教
育
懇

談
会
と
な
っ
た
。

員
の
定
数
改
善
が
現
場
と
し

て
は
一
番
あ
り
が
た
い
。
し

か
し
、
予
算
面
か
ら
も
相
応

し
い
人
員
の
確
保
と
い
う
面

か
ら
も
難
し
い
現
状
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ス
ク

ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
充
実
を
図
っ
て
ほ

し
い
。
現
場
か
ら
も
そ
の
効

果
を
実
感
す
る
声
が
多
く
上

っ
て
お
り
、
業
務
改
善
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」
と
の
意
見

を
伝
え
た
。
ま
た
教
員
免
許

更
新
制
度
に
つ
い
て
は
、「
研

修
を
す
る
の
は
大
切
な
事
で

は
あ
る
が
、
そ
の
方
法
や
時

間
的
・
経
済
的
負
担
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府
県

に
お
け
る
各
種
研
修
を
免
許

更
新
講
習
に
含
め
る
等
の
改

を
！
～
『
御
代
替
わ
り
通
知

の
更
な
る
周
知
を
』
～
」

②
「
基
礎
定
数
の
改
善
及
び

加
配
定
数
の
拡
充
を
！
」

③
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
推
進
に
資
す
る
専
門
人

材
の
配
置
拡
充
を
！
」

④
「
秋
の
臨
時
国
会
で
、
一

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

の
導
入
を
！
」

⑤
「
人
材
確
保
法
の
初
心
に

立
ち
返
り
、
優
遇
部
分
の
拡

充
を
！
」

⑥
「s

o
c
ie
t
y
5
.0

 
 
 
  
 
 
 
  
に
向
け

た
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
 環
境
整

備
を
！
」

⑦
「
学
校
教
育
充
実
に
つ
な

が
る
更
な
る
法
整
備
を
！
」

・
行
政
府
・
立
法
府
が
、
子

供
た
ち
の
た
め
に
は
、
現
在

の
学
校
現
場
に
は
何
が
必
要

で
あ
る
の
か
を
、
胸
襟
を
開

い
て
議
論
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
日
は
、

現
場
の
生
の
声
を
是
非
聞
い

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
政
策

推
進
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
各
単
位
団
体
専
従
か
ら

は
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え

た
提
言
が
な
さ
れ
た
。
特
に

実
際
の
小
学
校
教
員
の
週
二

十
八
・
五
コ
マ
の
持
ち
コ
マ

数
の
時
間
割
表
を
パ
ネ
ル
で

提
示
し
て
定

数
の
改
善
を

訴
え
た
際
に

は
、
大
き
な

反
響
が
あ
っ

た
。
　
全
日
教
連

が
強
く
実
現

を
求
め
る
七

つ
の
提
言
に

つ
い
て
は
以

下
の
通
り
で

あ
る
。

全
日
教
連
提

言①
「
美
し
い

日
本
人
の
心

を
育
て
る
教

育
へ
の
支
援

　
本
教
育
懇
談
会
は
、
文
部

科
学
省
令
和
二
年
度
予
算
概

算
要
求
を
受
け
、
全
日
教
連

が
必
要
と
考
え
る
教
育
施
策

を
伝
え
る
場
と
し
て
設
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
亀
岡
偉
民
文

部
科
学
副
大
臣
を
始
め
、
渡

海
紀
三
朗
氏
、
下
村
博
文

氏
、
松
野
博
一
氏
、
柴
山
昌

彦
氏
の
歴
代
文
部
科
学
大
臣

経
験
者
を
含
む
、
二
十
四
名

の
国
会
議
員
の
御
出
席
の

下
、
開
催
さ
れ
た
。

　
挨
拶
の
冒
頭
、
郡
司
隆
文

要
望
活
動
に
向
け
熱
い
議
論

第
二
回
給
与
法
制
局
会
議
開
催

　
九
月
二
十
四
日
、
全
日
教
連
本
部
役
員
及
び
、
単
位
団
体
専
従
の
総
勢
十
七
名
が
、

自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
、教
育
懇
談
会（
第
六
次
中
央
要
請
行
動
）を
実
施
し
た
。

国
会
議
員
と
の
教
育
懇
談
会

第
六
次
中
央
要
請
行
動

要望内容について協議する様子

現場の実態を伝える本部役員

国
柄
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
受
賞
さ
れ
た
二
氏
の

授
業
実
践
に
つ
い
て
は
、
全

日
教
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
参
考
と
さ
れ
、
各
地
で

「
美
し
い
日
本
人
の
心
を
育

て
る
」
授
業
が
実
践
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
全
日
教
連
は
、
全
日
教
連

教
育
実
践
大
賞
の
受
賞
者
を

決
定
し
た
。
最
優
秀
賞
を
丸

幸
生
氏
（
東
京
・
京
華
商
業

高
等
学
校
）
に
、
優
秀
賞
を

服
部
剛
氏
（
横
浜
市
立
平
戸

中
学
校
）
に
そ
れ
ぞ
れ
授
与

す
る
。
受
賞
者
に
は
表
彰
状

と
副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
す
る
。

　
全
日
教
連
の
理
念
で
も
あ

る
「
美
し
い
日
本
人
の
心
を

育
て
る
」
た
め
に
は
、
今
秋

執
り
行
わ
れ
る
即
位
礼
正
殿

の
儀
や
大
嘗
祭
を
契
機
と

し
、
子
供
た
ち
が
我
が
国
の

「
全
日
教
連
教
育
実
践
大
賞
」を
決
定

最
優
秀
賞
に
丸
幸
生
氏（
東
京
）

（
全
日
教
連
Ｈ
Ｐ
）

「七つの提言」を傾聴する国会議員


